
みんな なかよし みなげんき 

安来市立南小学校 校長室便り 

令和４年１０月１９日  

https://www.city. yasugi.shimane.jp/gakkou/minami-es/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域について知る・関わる・学ぶ・発信する！ 

 島根教育ビジョンでは、教育の魅力化を掲げ、基本理念として「ふるさと島根を学びの原点に 未

来にはばたく 心豊かな人づくり」と示されています。地域での学びをスタートとし、これからの社

会に必要な学力・社会力・人間力を育んでいきます。南小学校の子どもたちは、この１か月の間だけ

でも地域の教育資源（ひと・もの・こと）にたくさんふれ、学び、考えてきました。そして学習発表

会で取り組んできたことを全校のみんなやお家の人に発信しようと準備を進めています。 

 ３年生は安来市でたくさん採れる大豆について学習し、大豆から作られる醤油や味噌について本や

インターネットで調べました。それを確かめるために大正屋醤油店さんを見学させていただき、新た

な疑問も発見しました。大正屋醤油店さんの商品の素晴らしさを多くの人に知ってもらいたいとＰＲ

を考えているようです。 

 ４年生は吉田川のホタル学習をきっかけに、環境学習に取り組んでいます。いつまでもホタルが舞

うふるさとを守り続けるために自分たちができることを考え、様々な視点で取り組んでいます。先日

は情報科学高校３年生にお願いをして、自分たちが作ったラベルの原画をパソコンでブラッシュアッ

プすることに協力してもらいました。 

 ５年生は、伝統芸能の安来節（男踊り・女踊り）と銭太鼓を地域指導者の方から教わっています。

保護者の方は学習発表会での演技をとても楽しみにしておられると聞いています。先日は校庭横の田

んぼで稲刈りも体験させてもらいました。 

 学び（input）を通して、感じたこと・考えたこと・伝えたいことを発信（output）します！ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の思い出 

登校指導の途中に漂ってくる金木犀の香りが

幸せな気分にしてくれる今日この頃。昔は「イ

ブ」というちょっとおしゃれなガムが金木犀の

香りだったよなと懐かしく思い出されます。（平

成のはじめには販売中止となったようです） 

自分の子どもの頃には、この時期は実のなる

木を求めて、友達同士集まって探し回って歩い

ていました。低学年の頃には自分では見つける

ことも採ることもできず、お兄さんたちが見つ

けたもののおこぼれをもらっていたのですが、

高学年の頃には、栗、あけび、くるみ、ざくろな

どが自生している場所を把握し、木登りもなん

なくこなして、採っていたものです。 

もちろん山の所有者のことなどは考えたこと

などなく、今考えれば不安になることも多少あ

りますが、もしかしたら子どもがやることだか

らと黙認されていた時代だったかもしれませ

ん。南小でも校庭で元気よく遊ぶ姿を見ること

はあっても、地域で集まって遊ぶ姿はあまり見

られなくなっています。平日は帰るのが遅いし、

土日もそれぞれ予定があって友だち同士で一緒

に遊ぶことが難しくなっているようです。私た

ちの時代は物質的なものは少なくても、豊かな

時代だったのかもしれません。 

１０／２０～１１／２０の主な予定 

１０月２１日（金）  二中ブロック特別支援学級小中合同学習  

１０月２７日（木）  森林教室（吉田地区国有林他） ５年 

１１月 ２日（水）  校内学習発表会 

１１月 ４日（金）～６日（日） 吉田交流センター祭り ※児童作品展示 

１１月 ５日（土）   学習発表会（午前中） 

１１月 ５日（土）～６日（日） 宇賀荘地区文化祭 ※野方・折坂地区児童作品展示 

１１月 ７日（月）  振替休業日 

１１月１０日（木）  アイテムデー 

１１月１１日（金）  全校朝礼 

１１月１４日（月）～２２日（火） 教育相談週間 

１１月１６日（水）  二中一日体験入学 ６年 

１１月１７日（木）  日立金属工場見学 ５年   

１０／６ ＰＴＡ研修会より 

島根県東部発達障害者支援センター：ウイッシュ

の石橋先生を講師に、「子どもの理解とかかわり方

～みんなちがうから おもしろい 十人十色 そ

れぞれの 自分色～」というテーマで研修をしまし

た。特別支援学校に長くご勤務されてきた経験によ

る先生の言葉にはとても深いものがあり、いくつか

紹介いたします。 

○子どもの育ちとは 

→ みんなちがってみんないい 

  一人ひとりちがって当たり前 

○子どもの行動をとらえる時に大事な３つ 

 ①子どもの一面ではなく、両面を見る 

 ②目に見える姿だけが真実ではない 

 ③子どもだけの問題とせず、まわりとのかかわ

りを考える 

○上手なほめ方のポイント 

 ①よい行動をしたすぐ後にほめる 

 ②子どもがわかる言葉や表現を使う 

 ③子どもにあったほめ方をする 

 ④具体的に何がよかったのかを伝える 

○ほめることを見つけるコツ！ 

 ・いいところを探してほめる 

 ・ほめるハードルを下げる 

 ・困った行動をしていないことをほめる 


